
 

 

 

 

チーム学校による生徒指導体制 ―「生徒指導提要」― 
 

 

チーム学校として機能する学校組織 ❶ 
 
〇 中央教育審議会答申「チームとしての学校 

の在り方と今後の改善方策について」（平成 

27年12月）において、チーム学校とは、 

「校長のリーダーシップの下、カリキュラム、 

日々の教育活動、学校の資源が一体的にマネ 

ジメントされ、教職員や学校内の多様な人材 

が、それぞれの専門性を生かして能力を発揮 

し、子供たちに必要な資質・能力を確実に身 

に付けさせることができる学校」と定義され 

ている。そのような「チーム学校」を実現す 

るためには、次の視点が必要になる。 

 

〇 第一に、「教員が教育に関する専門性を共 

通の基盤として持ちつつ、それぞれ独自の得意分野を生かし」チームとして機能すると同時に、「心

理や福祉等の専門スタッフを学校の教育活動の中に位置付け」、教員と専門スタッフとの連携・協働

の体制を充実させることである。  

 

〇 第二に、「『チームとしての学校』が機能するためには、校長のリーダーシップが必要であり、学

校のマネジメント機能をこれまで以上に強化していくこと」が求められている。そのためには、「主

幹教諭の配置の促進や事務機能の強化など校長のマネジメント体制を支える仕組みの充実を図る」こ

とが不可欠である。校長がリーダーシップを発揮し、学校の教育力を向上させていくためには「副校

長の配置や、教頭の複数配置、事務長の配置など、校長の権限を適切に分担する体制や校長の判断を

補佐する体制の整備によって、管理職もチームとして取り組むこと」が重要である。  

 

〇 第三に、「教職員がそれぞれの力を発揮し、伸ばしていくことができるようにするためには、人材育

成の充実や業務改善の取組を進めることが重要」であり、教職員の専門性を高め、それを発揮するた

めの環境を整備することが求められる。具体的には、教員が持てる力を発揮できるように、「校務分掌

や校内委員会の持ち方、業務の内容や進め方の見直し、教職員のメンタルヘルス対策等に取り組む」

ことが重要である。 
 
〇 第四は、教職員間に「同僚性」を形成することである。組織的・効果的な生徒指導を行うには、教

職員が気軽に話ができる、生徒指導実践について困ったときに、同僚教職員やスタッフに相談にのっ

てもらえる、改善策や打開策を親身に考えてもらえる、具体的な助言や助力をしてもらえる等、受容

的・支持的・相互扶助的人間関係が形成されており、組織として一体的な動きをとれるかどうかが鍵

となる。また、職能開発という点からも、教職員が絶えず自らの生徒指導実践を振り返り、教職員同

士で相互に意見を交わし、学び合える同僚関係が不可欠である。 


